	１　山口県の交通事故発生状況　（令和７年９月３０日現在）

	　　　　　　　　　 
	区         分
	eq \o\ad(発生件数,　　　　　　)
	eq \o\ad(死者数,　　　　　)
	eq \o\ad(負傷者数,　　　　　　)
	eq \o\ad(物損事故,　　　　　　)  件 数
	

	
	令　和  ７ 年
	１，６９５
	２４
	２，０２７
	２７，５９８
	

	
	令　和  ６ 年
	１，５３２
	３５
	１，８２４
	２７，４８１
	

	
	増   減   数
	＋１６３
	－１１
	＋２０３
	＋１１７
	

	
	
	
	
	
	
	

	 　　　　　　　　　　　　　　　＊令和７年中の発生件数、負傷者数、物損事故件数は概数
２　交通死亡事故の特徴 ～２３件２４人 
 eq \o\ad(年齢層別,　　　　　　　)   高齢者１４人（－１２人）【全死者の５８.３％(－１６.０P)】
 道 路 形 状 別   交差点１０人(－１人)【全死者の４１.７％(＋１０.３P)】
 昼　　夜　　別   昼間１３人（－１１人）【全死者の５４.２％(－１４.４P)】
 eq \o\ad(事故類型別,　　　　　　　)   車両単独８人（－４人）【全死者の３３.３％(－１.０P)】
 ドライバー年齢層別   高齢者１３人(－３人) 【全死者の５４.２％(＋８.５P)】
　※ドライバー事故：第1当事者が原付以上の車両の運転により起きた事故
　※（）内は前年比
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３　夜間の歩行中事故が急増！
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10月から夜間歩行中の交通事故が急増する傾向にあり、特に11月と12月が多くなっています。中でも、日没後１時間が全体の約３割を占めており、この時間帯は特に注意が必要です。


歩行者が、薄暮時間帯や夜間に交通事故に遭わないようにするため


には、反射材やライトを活用することが効果的です。


ドライバーは、「ライトの早め点灯」を行い、自分の存在を周囲に


知らせるようにしましょう。


また、薄暗くなる時間から


夜間にかけては、昼間よりも


速度を落とし、周囲の交通の


状況に一層注意して慎重な


運転を心がけましょう。











